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1.髪・頭皮で気になるのは「将来の薄毛」が6割以上 
  
 
 
 
 
 
 
2.もともとダメージを受けやすい頭皮 
   8割以上の男性の「頭皮力」が低下している 
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マンダム調査 
25-34歳 男性 n=2,116 ■髪・頭皮に対する悩み 

将来の薄毛不安から頭皮ケアを
しているつもりでも、実は8割
以上の男性の頭皮が荒れていて
不健康な状態になっています。
つまり、健やかな髪を育てるた
めの「頭皮力」が低下してると
言えます。 

■頭皮の健康状態の調査 

フケ 赤み 
不健康な荒れた頭皮 

頭皮は顔肌に比べ、角層水分量が少なくバリア機能が 
低いため、肌荒れしやすい状態にあります。また熱や 
痛みなどの刺激に対して皮膚感覚が鈍く、物理的刺激
（摩擦刺激）を与え続けるとさらに鈍感になるため、
ダメージを受けても気づきにくくなると考えられます。 
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■部位ごとの水分量 

潤っている 

顔肌と比較して 
頭皮は水分量が少なく 

乾燥状態 

また、一般的に頭皮は顔肌に比べ皮脂量が多いことも分かっています。頭皮脂はUV（紫外線）によって
地肌に悪影響を及ぼす過酸化脂質へと変化し、頭皮ダメージの要因となります。 

20代後半～30代男性が髪や頭皮に対して特に気にしている
のは「将来の薄毛」です。現在まだ「薄毛」になっていな
いのにもかかわらず、漠然と将来薄毛になることを恐れて
います。彼らが薄毛不安になる要因として上げられるの
は、遺伝の影響や同年代男性の薄毛、美容師など他人から
頭皮状態を指摘されて自分の頭皮や頭髪変化に気づくこと
などが考えられます。 

頭皮脂はＵＶによって 
地肌に悪影響を及ぼす過酸化脂質へと変化 
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■部位ごとの皮脂量 

頭皮は顔肌よりも 
皮脂が多い部位であり 

20歳を過ぎると男の頭皮は「曲がり角」！ 
 

頭皮トラブルにより、将来の薄毛リスクが増大 
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※グラフは、坂本哲夫, 中村雅子, 中野幹清,  
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本件に関するお問合せ先：マンダム 商品PR室 
東京オフィス 下川(しもかわ)／村上／萩原(はぎわら)／加藤       TEL 03-5204-9085  FAX 03-5204-9086 

3.20歳を過ぎると地肌の健康状態はさらに低下  
 
 
 
 
 
 
 
 
4.薄毛の頭皮は硬く、皮脂が多い 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地肌の表面状態（頭頂部のキメ）調査 

キ
メ
の
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整っている 
20～30代は 

地肌状態が急激に低下する 

■頭皮の硬さ比較（薄毛でない/薄毛） 
 ※薄毛でない30～40代を100とする 

■皮脂量の比較（薄毛でない/薄毛） 
※薄毛でない30～40代を100とする 

30代～40代男性の薄毛でない人と薄毛の人の頭皮の硬さと皮脂量を比較してみると、薄毛の人の頭皮
の方が硬く、頭皮脂量も多いことがわかりました。 

頭皮にも顔肌と同じようにキメが存在しますが、20代
から30代になるとキメが粗くなり地肌の健康状態が急
激に低下することが分かりました。 
このように頭皮に毎日ドライヤーの熱を当て、UVの刺
激を受け、間違ったマッサージ等による物理的刺激を
与え続けると、知らず知らずのうちに頭皮はダメージ
を受けて不健康な状態になり、キメが粗くなってしま
うようです。 

<まとめ> 
①頭皮はもともと乾燥していてバリア機能が低いため荒れやすく、また外的刺激に鈍感 
 でダメージしても気づきにくいとう特徴がある。 
 

②特に20代から30代にかけて頭皮の地肌状態が急激に低下し、「地肌の曲がり角」を 
 迎える。 
 

③薄毛の人の頭皮は硬く、頭皮脂が多い状態であることが分かった。 
 

<結論> 
頭皮は荒れやすく、不健康な状態を放置していると薄毛リスクが増大します。 
健康な頭皮を維持するためには、20代からの適切な地肌ケアが重要です！ 
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○頭皮用モデル化粧水の使用による頭皮ケア 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■頭皮水分量 ■頭皮水分量（ドライヤー乾燥前後） ※ドライヤー前を100とする 

頭皮用化粧水を連用すると、頭皮の
伸張性が増加して頭皮が柔らかくな
ることが確認できた。 

何も塗布していない頭皮と頭皮用モデル化粧水を4週間連用した頭皮を比較しました。 
塗布後の頭皮は全てにおいて改善が見られます。 

■頭皮の硬さ 

■頭皮のフケ、かゆみ改善例 ■頭皮脂量 

頭皮用化粧水を連用すると、頭皮の水分
量が増加して頭皮が潤うこが確認でき
た。 

シャンプー後の塗れた髪を乾かすためドライヤーを使用
する場合、頭皮に何も塗布せずに行うと乾燥し、角層の
めくれ等が起こる。頭皮化粧水を使用するとドライヤー
による乾燥を防ぎ、かつ頭皮の保湿効果も確認できた。 

頭皮用化粧水を連用すると、頭皮の
皮脂量が減少することが確認できた。 
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頭皮用化粧水を連用すると、頭皮のフケ・かゆみが改善す
ることが確認できた。 
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